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●噂の！東京マガジンの「西加瀬物流倉庫問題」放映にがっかり

 

先週のメルマガ 93 号（10 月 10 日号）の「編集後記」で、10 月 8 日に BS 東京・噂の!東京マガジン

が放映した「西加瀬物流倉庫問題」について取り上げて、「双方の言い分を聞いたり、専門家や街

の声も聞いたり」した客観的な番組」と記載しました。

 

この日の民主市政をつくる会のホームページには、800 件ものアクセスがあり、テレビの影響力に

は改めて驚いています。

地元でも番組についての話題が広がっていますが、テレビ番組については、「がっかりした」という

感想が多く聞こえてきます。

 

そんな中で、小杉-丸子まちづくりの会の橋本さんから、番組の感想が届きました。

前号の「客観的な番組」とは、別の意見となっていますので、了解を得て、掲載します。

 

西加瀬の物流倉庫計画についての噂の東京マガジンの放映にはがっかりしました。

 

ディレクターの構想なのか TBS 局の意向なのか、小杉の再開発問題を放映した時と違い、問題

の本質を掘り下げる内容が極めて乏しい番組になっていました。

 

導入部で他の物流倉庫を紹介し、物流倉庫の機能ではなく従業員の福祉施設などを紹介して物

流倉庫がとても良い機能を備えていると持ち上げていました。

 

またスタジオでは、「スタッフが繰り返し、通販利用で近くにあると便利だと口をそろえてコメントす



る。」最後には物流の「専門家」 に「物流倉庫が益々社会に必要とされている」と主張させるなど、

物流倉庫の建設推進の番組に変質してしまいました。

 

この様に見てみると、住宅街に巨大物流倉庫が建設されることの異常さを追究するのでなく、それ

に幕を被せて事の本質を覆い隠す報道ではなかったかと思わざるを得ない内容でした。

 

10 年前に小杉の超高層マンションを取り上げた時は TBS の地デジ放送でしたが、BS 番組に変

わったことで、この番組の報道姿勢が変わったのかもしれませんが‥

 

ただ、最後に森本さんが住民の合意を尊重する発言で、少しは救われた思いです。

また、西加瀬の問題が全国ネットで放映されたことは大きな意義があると思います。

 

今度また住民集会を計画されていますね。各党の議員を招くことはとてもいい発想ですね。

図書館の民営化に反対する団体は、繰り返し議会各党を訪問して懇談をする中で、議員との対

話が日常化し、信頼関係が進んでいると報告していました。

 

長くなりましたが、巨大物流倉庫を考える住民の会の皆さんの努力が実を結ぶように応援していき

ます。

 

＜小杉・丸子まちづくりの会　橋本稔さん＞

 

■川崎市の「水素を軸にした気候変動対策」の転換を

 

10 月 14 日に横浜で気候危機対策の学習会があると聞き、出かけました。

主催は、＜白クマと考える「地球の未来」＠ヨコハマ＞です。

最初の講演は明日香壽川さん（東北大教授）の「再エネに向かう世界」でした。

 

世界の方向は、CO2 削減効果が高く、コストが安く、雇用も創出する、太陽光や風力発電に向

かっている。

しかし、日本の遅れは決定的、と話されました。

 

次の講演は、桜井貴子さん（気候ネットワーク事務局長）の「GX（グリーンイノベーション）と横浜市

の脱炭素戦略とは何か」でした。

火力発電所に水素・アンモニアを燃料に加えて CO2 を削減できるとする国の宣伝を徹底批判し,
日本は、G7 諸国の中で、電力部門の 2035 年ま



 

での脱炭素化を表明していない唯一の国になっている、と話されました。

お二人の話は、IEA（国際エネルギー機関）などのデータにもとづき、日本政府と大企業に、再エ

ネと省エネへの転換を迫るものでした。同時に、川崎市の気候変動対策にもズバリ当てはまること

に驚きました。

 

実は、10 月 13 日に閉会した川崎市議会第４回定例会でも、川崎市の気候変動政策について、

重要な質疑が行われています。

まず、市の方針について。

 

福田市長は、「川崎臨海部を、水素を軸にしたカーボンニュートラルエネルギー供給拠点に変革

していく。」「市内の LNG 火力発電所を水素発電に転換していく必要がある。」と発言。

 

具体的には、「扇島の JFE 跡地の約 70 ヘクタールに、外国から輸入した水素を貯蔵し、国内に供

給する拠点を整備する。」という構想です。（詳細は、市のホームページで「JFE 跡地利用方針」で

検索）

 

この方針に対し、日本共産党市議団は、9 月 14 日に市古議員が代表質疑で、9 月 26 日に宗田

議員が決算審査総務分科会で、気候変動対策の対案を提示して、論戦を行いました。

 

詳細は、共産党市議団のホームページや、宗田議員のブログ「携帯日記」を参照してください。

ここでは、宗田議員が提案した「対案」を紹介します。

 

川崎市としてはあくまで「水素を軸としたエネルギー拠点」という答弁ですが、まだ、水素の需要は

限られており、水素発電は、CO2 フリーエネルギーとしては、現実的ではありません。

 

それよりも、扇島など臨海部の敷地に太陽光と風力、バイオマスなどへの再エネを進め、2035 年

までに CO2 フリーエネルギーを供給する拠点にして、そのための再エネ、省エネ、蓄電池の生産

拠点として企業を誘致すれば、製造業も戻ってきます。

 

新発足する「川崎未来エナジー会社」が、臨海部で作った再エネ機器を使って、太陽光パネルを

設置し、市内に安く電力を供給する、このようにすると市内で経済が回るようになる。

 

是非、これについての再検討を要望します。

市の気候変動対策をテーマに学習会を開催

 



川崎民主市政をつくる会は、11 月 17 日（金）6 時半から高津市民館大会議室で、川崎市の気候

変動対策をテーマに、学習会を行います。

JERA の火力発電所新設反対運動に取り組んだ横須賀の岸牧子さん（前県知事候補）と宗田議

員からの提案をもとに質疑を行います。ぜひ、ご参加ください。

 

　市古ひろかず

 

▲ お知らせコーナー

 

☆ゆめシネマ「発達障害ばかったれ」「特攻じいちゃん」「おばあちゃんは宇宙人」

　10/21(土）

  銚子キッズ映画演劇塾：根本銀二監督の世界

　① 9 時　「発達・・」45 分：「特攻・・」38 分

　② 12 時 「発達・・」：「おばあちゃん・・」55 分

　③ 15 時 「発達・・」：「特攻・・」

　それぞれアフタートークあり。

　※出入り自由とします。

　一般：1000 円・障がい者：500 円・学生以下：200 円

　044-433-3003 かわさきゆめホール

　cinema@kawasakiyume.com

 

☆ 西加瀬巨大物流倉庫を考える第２回住民集会

10/28(土)19 時から 20 時半 

苅宿小学校 1 階特別教室

どなたでも参加できます。初めての方もお待ちしています。

 

☆水害被災地ガイドツアー・学習会

二子排水樋門、平瀬川下流域見学ツアー

11/12(日)

集合/9：30/二子新地駅東口・交番側（東急田園都市線・大井町線）

解散/12:30/溝の口駅（予定）

主催/台風 19 号多摩川水害訴訟原告団・弁護団/台風 19 号多摩川水害を考える川崎の会

問合せ：fw547437@qa2.so-net.ne.jp 　（船津）



 

☆第 3 回川崎市政の未来をかたるつどい

　11/17(金)18 時半

　高津市民館大会議室

　入場無料

　主催：川崎民主市政をつくる会

　044-873-8655

　info@newkawasaki.jp

 

★編集後記

 

ハマスに依るイスラエル侵攻の衝撃は、ウクライナで続いている戦争の報道がかき消されてしまう

ほど大きなもので、今まさに、イスラエルによる地上攻撃が始まろうとしていて、世界は固唾を呑ん

で見守っています。

 

アメリカは、間髪を入れずにイスラエルへの軍事支援を約束しました。

ハマスがいくら頑張ってもイスラエルのほうが圧倒的に大きな軍事力を持っているにもかかわらず

です。

ウクライナに加えてイスラエル。軍産複合体の高笑いが聞こえてきます。

 

そもそも、1947 年の国連決議ではパレスチナをユダヤ人とアラブ人で分割することが定められて

いるにもかかわらず、イスラエルはパレスチナ人のものと認められているヨルダン河西岸やガザも

占領しました。

 

さらにイスラエル政府はこれらの土地にユダヤ人を組織的に入植させ、実効支配を固めます。

この段階ですでに 60 万人以上のパレスチナ人が居住地を追われたと推計されるそう。

 

このようなイスラエルの振る舞いをアメリカは支援し続け、絶望の淵に追いやられたパレスチナ人

の中にイスラム原理主義の過激な組織が生まれます。ハマスは、パレスチナを代表する組織でな

く、あくまでもローカルな組織です。

従って、ハマスが攻撃を仕掛けたからとガザの市民を殺戮することには道理がありません。

 

学校でもこの事件を授業で取り上げ戦争について子どもたちに考えさせようとしているらしいが、

憲法 9 条の話をしない教師の姿に違和感。

「紛争を解決する手段として武力を用いない」憲法 9 条の理念はますます輝きを放っているのに。

（Y)



 

（参考）

https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/84e8f24e58f4323784ba96dbc2c3dc7d8020bcff

 

☆☆チェンジかわさき！☆☆

川崎民主市政をつくる会

〒211-0011 中原区下沼部 1880

お問い合わせ

mailmag@newkawasaki.jp

公式ホームページ

https://newkawasaki.jp

☆☆チェンジかわさき！☆☆

 

配信を希望されない方は以下をクリックしてください。

自動的に登録を解除します。

https://my922p.com/User/cancel_mail/fMwwpqj4/7BVvgwbxh9t5?mail=akagixxx%40yahoo.co.jp

 

誤って登録解除した場合、以下までご連絡ください。再登録いたします。

mailmag@newkawasaki.jp

 

 

 

 


